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Ⅰ．はじめに

　聴覚障害教育は，実践を通して培ってきた言語指導
法を活かし，保有する聴覚を活用しつつ視覚情報を適
切に用いる等の配慮の下に，教育を展開してきた。
　現在，特別支援学校（聴覚障害）では，教科指導
等を学力向上に結びつけていくことが課題視され，
実践研究がなされている（田中・齊藤，2007）。
　各学校では，学力向上や教科指導の充実，教科学
習を支える言語力を育てる指導法等を研究テーマと
して実践研究に取り組んでいる（福島県立聾学校平
分校，1995；沖縄県立沖縄ろう学校，2006；愛知県
立一宮聾学校，2008）が，教材活用に関する全国的

な調査はなされていない。
　教科指導等を効果的に進め，学力の向上を図るた
めには，教材の果たす役割が重要となる。そこで，
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（以下，
「本研究所」と記す）聴覚障害教育研究班では，平
成24年度に特別支援学校（聴覚障害）を対象として，
教科指導における教材活用の現状を把握するため，
教材の保有や活用に関する全国調査を実施した。
　聴覚障害のある児童は，周囲の音声が聞こえない
或いは聞こえにくい状況に置かれているため，教科
学習を行うために必要な日本語の獲得が困難であ
る。
　このため，本稿では，話し言葉から書き言葉の獲
得時期である小学部で，日本語指導の中心的役割を
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担う国語科に焦点を当て調査結果と考察を報告する。

Ⅱ．調査目的・方法

１．調査名
　「特別支援学校（聴覚障害）におけるコミュニケー
ション手段と教材活用に関する現状調査」

２．調査目的
　特別支援学校（聴覚障害）の小学部から高等部の
教科指導等におけるコミュニケーション手段と教材
活用の実態を調査し，学部や教科毎の現状と課題を
明らかにする。

３．対象
　平成24年度全国特別支援学校実態調査聾学校の部
（全国特別支援学校長会）に掲載されている全国の
特別支援学校（聴覚障害）の本校及び分校，計100校。

４．調査時期
　平成24年９月から平成24年10月。郵送による質問
紙調査とし，平成24年５月１日現在の各学校・学部
の実態に関して回答を求めた。

５．調査内容
　回答者の担当学年，教育課程等の基本情報，国語
科の授業で用いるコミュニケーション手段，国語科
で活用する教材の活用頻度，児童生徒の実態に応じ
て教師が自作した教材や既存の教材の加工の状況等
とした。
　なお，本調査では，教科等で用いるコミュニケー
ション手段について，実際の授業場面を想定し，以
下の説明を加えた。

・‌�聴覚口話：読話・発話と聴覚活用を中心とする
コミュニケーション

・‌�手話付きスピーチ※：発話を主として日本語コー
ドの手話を同時表現するもの

・‌�日本手話：音声日本語とは異なる言語構造や統
語規則を持ち , 日本で用いられる手話

・‌�筆談：黒板や模造紙,画用紙,メモ帳等に語句や文・
文章を書いて伝える（板書や絵を描くのも含む。）

・‌�キュードスピーチ：口形に子音部の弁別を中心
とするキューサインを組み合わせたもの
・その他：絵カード，身振り，発音サイン等

※�「手話付きスピーチ」については，発話を主とす
ることから，補聴器や人工内耳による聴覚活用も
含まれると考える。

Ⅲ．結果

１．基本情報
（１）回答数
　本調査に対して得られた全ての回答数（以下，総
回答数）のうち，基本情報に記入漏れ等があったも
のを除いた回答を有効回答とした。
　小学部国語科の有効回答数は147（総回答数161）
であった。表１に記入者が担当する学年別の回答数
を示した。

（２）国語科の教育課程
　表２に記入者が担当する学習グループの国語科の
教育課程を示した。
　第１学年から第６学年まで，全ての学年において
小学校該当学年に準ずる教育課程が76.5％～93.5％
と最も多かった。次に，小学校該当学年よりも下学
年の教育課程を適応している（以下，「下学年適応」
と記す）ものが3.7％～15.8％と多かった。知的障害
者を対象とする特別支援学校の各教科を取り入れた

表1　担当学年別回答数
有効回答数Ｎ＝147

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 重複
回答数 31 27 26 19 17 16 11
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教育課程（以下，「知的代替の教育課程」と記す）
は，第２学年で3.7％，第５学年では17.6％であった
が，他学年では0％であった。
　重複障害学習グループでは，知的代替の教育課程
が54.5％と最も多く，次いで，下学年適応，自立活
動を主とする教育課程が18.2％，小学校該当学年に
準ずる教育課程が9.1％であった。

（３‌�）国語科の授業で用いられるコミュニケーショ
ン手段

　回答者が担当する国語科授業で使用するコミュニ
ケーション手段について複数選択で回答を求めた。
表３に，学年別の使用コミュニケーション手段を示
した。
　第１学年から第５学年において手話付きスピーチ
の使用割合が75.0％～89.5％と最も多く，第６学年
は指文字が81.3％で最も多かった。
　学年の進行と各コミュニケーション手段の使用割
合をみると，聴覚口話は，第１学年が71.0％と最も
多く，学年の進行に伴い使用割合が減少し，第６学
年では43.8％であった。手話付きスピーチは学年進
行による使用割合の変化は見られず，約80％程度で

推移していた。日本手話は，学年の進行による変化
は見られず，第５学年まで10％程度で推移し，第
６学年で31.3％となっていた。板書を含む筆談の使
用割合は，30％～45％で推移していた。キュード
スピーチは，5.9％～19.4％で推移していた。指文字
は，第４学年まで約60％で推移し，第５学年以降に
なると70％を超えていた。その他のコミュニケー
ション手段として，身振り，写真，絵カードが挙げ
られたが，第２学年まで22.2％～32.3％だが，第３
学年以降は10.5％以下となっていた。
　重複障害学習グループでは，聴覚口話と手話付
きスピーチ，その他（身振り，写真，絵カード等）
が63.6％で最も多かった。次いで，指文字の使用が
54.5％であった。

２．国語科で使用する教科書等の教材
　教科書等の教材のうち，特別支援学校（聴覚障害）
で多く活用されることが予想された24の教材を提示
し，教材毎に活用の頻度を選択する回答を求めた。
表４に低学年（第１学年〜第２学年），中学年（第
３学年〜第４学年），高学年（第５学年〜第６学年），
重複障害学習グループ別の活用頻度を示した。

表2　学年別教育課程（数値は％）
有効回答数Ｎ＝ 147

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 重複
N 31 27 26 19 17 16 11
準ずる 93.5 92.6 88.5 84.2 76.5 87.5 9.1
下学年適応 6.5 3.7 11.5 15.8 5.9 12.5 18.2
知的代替 0 3.7 0 0 17.6 0 54.5
自立主 0 0 0 0 0 0 18.2

表3　学年別使用コミュニケーション手段（複数回答,数値は％）
有効回答数Ｎ＝ 147

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 重複
N 31 27 26 19 17 16 11
聴覚口話 71.0 70.4 61.5 63.2 52.9 43.8 63.6 
手話付きスピーチ 83.9 77.8 80.8 89.5 88.2 75.0 63.6 
日本手話 16.1 3.8 11.1 14.3 11.1 31.3 18.2 
筆談 45.2 33.3 30.8 31.6 41.2 31.3 27.3 
キュードスピーチ 19.4 14.8 7.7 10.5 5.9 12.5 9.1 
指文字 67.7 55.6 65.4 63.2 70.6 81.3 54.5 
その他 32.3 22.2 3.8 10.5 5.9 6.3 63.6 
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　低学年から高学年までいずれも「よく活用する」
の回答数が70％以上だった教材は，「検定教科書」，
「市販のワークブック，漢字ドリル」であった。
低学年で「よく活用する」と「時々活用する」を
合せた回答数が70％以上になるのは，「絵本」，「写
真」，「図鑑」，「カレンダー」，「ことば絵じてん」，
「絵日記」であった。
　中学年で「よく活用する」と「時々活用する」を
合せた回答数が70％以上になるのは，「写真」，「図
鑑」，「カレンダー」，「絵本」，「日本語指導用教材」，
「ことば絵じてん」，「国語辞典，漢和辞典」，「動
画」，「手話辞典」，「インターネット上のWeb情報」
であった。
　高学年で「よく活用する」と「時々活用する」を
合せた回答数が70％以上になるのは，「写真」，「国
語辞典，漢和辞典」，「新聞」，「図鑑」，「手話辞典」，
「カレンダー」，「インターネット上のWeb情報」で
あった。
　学年別の使用割合の推移を見ると，「国語辞典，
漢和辞典」と「手話辞典」，「新聞」は，低学年から
高学年にかけて増加していた。また，「ことば絵じ
てん」，「絵本」，「絵日記」は，低学年から高学年に

かけて減少していた。「聾学校用教科書」は，低学
年と中学年での使用割合が約65％だが，高学年にな
ると45.5％と減少していた。
　重複障害学習グループで「よく活用する」の回
答数が70％以上だった教材は，「ことば絵じてん」，
「絵本」，「図鑑」，「写真」，「カレンダー」，「絵日
記」，「手話辞典」，「文部科学省著作教科書（知的障
害者用）」，「動画」，「市販のワークブック，漢字ド
リル」，「インターネット上のWeb情報」であった。

３．国語科で使用する自作教材
　本調査結果から，児童の実態に応じて教師が教材
を自作したり，既存の教材を加工したりする観点と
して，「情報保障を目的としたもの」と「聴覚障害
による言語発達の遅れへの配慮・対応を目的とした
もの」が挙げられた。後者は，さらに，（1）語彙・
漢字の読みの定着を目的としたもの，（2）教科書本
文の内容理解を促すことを目的としたもの，（3）教
科（国語科）の目標を達成することを目的としたも
の，（4）教科に関連する言語習得と言語概念の形成
を目的としたものとに整理された。表５に，この観
点にしたがい低学年，中学年，高学年，重複障害学

表5　教材の加工や自作の状況
（N=55）

低学年 中学年 高学年 重複
1 情報保障を目的とした加工及び自作 0 1 0 0

教材例）手話DVD

2 聴覚障害による言語発達の遅れへの配慮・対応を目的とした
加工・自作

（1）語彙・漢字の読みの定着を目的とした加工・自作 5 4 1 1
教材例）新出語句学習プリント、漢字プリント等

（2）教科書本文の内容理解を促すことを目的とした加工・自作 6 2 3 2
教材例）パネルシアター、教科書本文や挿し絵を拡大したも
の、お面やペープサート、動作化のための小道具や模型、リ
ライト文等

（3）教科の目標を達成することを目的とした加工・自作 2 7 4 0
教材例）自作ワークシート、他検定教科書、作文や感想文の
作品集等

（4）教科に関連する言語習得と言語概念の形成を目的とした加工・自作 7 7 3 0

教材例）作文ノート、新聞ノート、自作の文法学習用プリント、

言葉遊びやクイズのプリント等
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習グループ別に記述内容を整理したものを示した。
　まず，「情報保障を目的としたもの」についてで
あるが，これは，聴覚障害により音声言語の聴取が
困難なため，教科書本文にルビを付けたり，教科書
本文を手話で表現した映像を用いたりするものであ
る。小学部の回答では，手話付きDVDの記述が見
られた。手話を主なコミュニケーション手段とする
児童に対し，教科書本文の意味を手話表現で理解さ
せた後，教科書本文の日本語の理解や定着を図る指
導が行われていることが考えられる。
　次に，「聴覚障害による言語発達の遅れへの配慮・
対応を目的としたもの」について述べる。聴覚障害
による言語聴取の困難さから，聴覚障害者である児
童生徒を対象とする特別支援学校では，教科指導を
行う際に，教科目標の達成と併せて，教科学習の基
礎となる言語習得も図ることとされている（文部科
学省，2009）。小学部の回答では，言語発達の遅れ
への配慮や対応として，以下の４点が挙げられた。

（１‌�）語彙・漢字の読みの定着を目的とした加工及
び自作

　小学部低学年や中学年では，教科書の教材文を読
む際に難解と思われる語句や新出語句の意味理解と
定着を意図した学習プリントや言葉のノート等を作
成し，単元の事前に扱ったり，家庭学習や復習で
扱ったりする記述が複数見られた。
　高学年では，難語句の復習や短文作りのためのプ
リントやノートを用意し，定着を図る記述が見られた。
　重複障害学習グループでは，ひらがなの文字，単
語の学習のための自作プリントの記述が見られた。

（２‌�）教科書本文の内容理解を促すことを目的とし
た加工及び自作

　小学部低学年では，教科書の挿絵や動作化のため
のお面，小道具，模型，ペープサートを用いて内容
の理解を図る記述が見られた。
 全学年を通して，挿絵以外の絵や写真も加えて提
示する，導入時に教科書本文の内容をつかむための
リライト文を作成・提示する記述も見られた。
　重複障害学習グループでは，リライト教材文，パ
ネルシアターの活用に関する記述が見られた。

（３‌�）教科（国語科）の目標を達成することを目的
とした加工及び自作

　小学部低学年では，登場人物のしたことと気持ち
などをまとめるワークシート，中学年，高学年で
は，出来事の順序をまとめる，文の構成を把握する
ことをねらったワークシートの作成，板書と同様式
のワークシートの作成，学習した読解の仕方を習熟
させるための自作の読解プリントに関する記述が見
られた。

（４‌�）教科に関連する言語習得と言語概念の形成を
目的とした加工及び自作

　小学部低学年では，日常生活で用いる単語の理解
と定着を図るための自作プリントやドリル，絵日記
や日記の読み書きの取組，動詞や形容詞の活用や助
詞の習熟を図る自作プリントに関する記述が見られ
た。
　中学年・高学年においても，単語の理解，作文，
文法事項の学習に関する記述が見られたが，題材が
生活場面から新聞や作文集，感想文集等へ広がって
いた。また，文法指導に関して，校内で統一したテ
ストを作成している記述が見られた。

Ⅵ．考察

　本調査の結果から，特別支援学校（聴覚障害）小
学部の国語科指導における教材活用とコミュニケー
ション手段の実態について考察する。
　まず，特別支援学校（聴覚障害）小学部における
国語科の授業で用いられる教材では，いずれの学年
も検定教科書を中心としながら，市販のワークブッ
ク，漢字ドリルを日常的に活用し，教材文の種類や
特徴に応じて，内容理解を促すための絵や映像，図
鑑類，辞典を活用している状況が見られた。特に，
低学年では絵や映像に関する教材が多く用いられ，
高学年は辞書や新聞など日本語で書かれた教材の活
用割合が増加していた。
　次に，国語科の授業で用いられるコミュニケー
ション手段を見ると，手話付きスピーチを中心とし
ながら，指文字や板書を含む筆談も活用して授業を
進めており，特に，指文字は，学年進行に伴い使用
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割合が増え，指導者が，教科書を用いた指導でやり
とりされる意味や内容と併せて，日本語の正しい表
記を身に付けさせることを意識しているものと考え
られる。小学部低学年において２～３割程度用いら
れている身振りや写真，絵カードといったその他に
属するコミュニケーション手段が中学年以降減少し
ていくこと，また，よく活用する教材のうち，「こ
とば絵じてん」，「絵本」「絵日記」は，高学年にな
るほど使用割合が減っていることから，低学年では
絵や映像なども活用して教科書本文の内容を理解さ
せ，学年の進行に伴い，言葉による説明を通して新
出語句や文章の意味を理解させていく指導に移行し
ていると考えられる。
　聴覚障害のある児童の場合，教科書本文で使用さ
れる語句や文が習得されていないことも多い。この
ため，例えば「ゴミ収集車」や「ゴミを積む。」な
どの語句・文の意味を絵や映像を用いて伝えること
はできる。しかしながら，児童に絵や映像を見せた
だけでは見た物の名称や動詞，文章表現が身に付く
わけではない。絵や映像で理解したことが日本語の
表記としても理解されることが必要である。このた
め，低学年段階で絵や映像を示し，児童が理解した
こと，イメージしたこと，考えたことに対して指導
者が実際の授業場面で言語化する手立てを検討する
必要がある。
　国語科における教材の加工や自作について，小学
部では，「情報保障を目的としたもの」の記述はあ
まり見られず，「聴覚障害による言語発達の遅れへ
の配慮・対応を目的としたもの」が多く挙げられた。
　語彙・漢字の読みの定着を目的とした加工及び自
作の状況から，教科書の教材文の指導に入る前に，
児童にとって難解と思われる語句や表現，内容をあ
らかじめ指導者が把握し，事前指導として国語科の
みならず他教科，自立活動をはじめ，学校生活の
様々な場で取り上げていく必要性が示唆される。ま
た，教材文を通して学習した語句や表現の定着や習
熟も同様に必要となる。このことから，教材文の指
導にあたっては，事前から事後の指導に至るまで，
他教科や自立活動等との関連をもたせた意図的な指
導の在り方を検討していく必要がある。
　さらに，教科書本文の内容理解を促すことを目的

とした教材では，絵や動作化に必要な小道具や模型
などが活用されていた。実際の授業では，前時の振
り返り，今日学習することやめあてなどの確認，読
み取りや話し合い活動，学習のまとめや振り返りと
いった展開がなされるため，授業の展開に沿ってど
のような教材活用が有効であるのかを検討していく
必要がある。
　従前より聴覚障害教育では，教材文や絵本などを
読み聞かせる際に，主語の省略や倒置法，体言止
め，難語句など，聴覚障害児にとって難しい表現
は，主語や述語を補ったり，語順を変えたり，既知
の語句に置き換えたりするなど，表現を修正するこ
とも行ってきた。本調査においても，自作教材でリ
ライト文の活用に関する記述が見られた。本調査で
は，実際にどのような書き換えをしているのかまで
は質問しなかったため，今後，具体的な教材文を取
り上げ，書き換える際の指導者の意図や活用方法を
検討していく必要がある。
　教科としての国語科の目標を達成することを目的
とした教材として，ワークシートの自作が多く記述
されていた。記述で見られた「出来事の順序」をま
とめる，「文の構成」を把握するなど，国語科の目
標達成を意図したワークシートとして必要な内容に
ついて，今後，具体的な教材文を取り上げ検討して
いく必要がある。
　教科に関連する言語習得と言語概念の形成を目的
とした教材については，学年の進行に伴い，日常生
活から他人の経験や新聞へと題材を拡げながら，単
語，文，文法事項の理解と定着を意図した記述が多
く見られた。聴覚障害児の言語概念の形成は，聴覚
障害教育の重要課題の一つであり，教材文の指導と
関連して検討していく必要がある。

Ⅶ．まとめ

　本調査では，特別支援学校（聴覚障害）小学部国
語科の指導における使用コミュニケーション手段と
教材活用の実態を明らかにした。本調査の結果，小
学校検定教科書の使用を中心としながら，聴覚障害
に起因する言語聴取の困難さや言語発達の遅れに対
応した教材活用がなされていた。また，使用するコ
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ミュニケーション手段や活用される教材では，教材
文の語句や文の意味を絵や映像など視覚を通して理
解させながら，徐々に言葉による説明によって理解
させる指導に移行していることが窺えた。
　教材活用を考えるにあたっては，授業の展開に
沿って検討することが必要であり，実際の授業を通
して検討すべき事項を取り上げた。今後の教材活用
に関する実践研究においては，これらの視点を踏ま
えて進めていきたい。
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　A questionnaire survey was conducted during 
fiscal year 2012 by the Department of Education 
for Children with Hearing Impairment in the 
National Institute of Special Needs Education 
(NISE) at all special needs schools for hearing 
impaired children in Japan. Children taking part 
in Japanese language classes in the elementary 
school section participated in the study. Teaching 
materials were used for providing information 
and for dealing with language delays caused by 
hearing impairments. As the grade progressed the 

use of finger spelling as a communication method 
in the class increased. This survey indicated 
that children were examining the content they 
had learned in Japanese, and were trying to 
understand it. Based these results, critical factors 
in using teaching materials at special needs 
schools are reviewed.

Key Words: hearing impairment, Japanese language 
class, teaching materials, elementary sections

Communication methods and teaching materials for teaching Japanese 
at elementary special needs schools for hearing impaired children

-Survey on the state of communication methods and the use of teaching 
materials at special needs school for children with hearing impairment-
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